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 保存修復治療に際 して 軟化象牙質をどこまで削除 した ら良いかは 臨床で常に 当面するきわめて
 重要な課題で, これまでにも各種の研究, 報奮がある。 本研究ではこれら象牙質の物性測定を,
 新たに開発 した超音波材質検出装置により試みた。
 本装置の測定原理は次述のごとくである。 すなわち 34 KHz のホーン付フェライ ト振動子を被
 測定物の表面にある荷重で接触させると共振周波数 ゐ や共振尖鋭度 9。 が変化する。 ゐ、の変化
 率雄傑) およ鵡 の変化率L(過る1≡勉 齪すると・ F蹴靴/ 
 tan δ (δ:弾性率の損失角) に比例する1)。 従って添装置を用いて健康象牙質, ウ館象牙質, 軟化
 象牙質の F, 五/F を測定することにより, それ らの脱灰の程度や病態の進行度が弁別できるもの
 と考え られ る。
 1. 抜去歯を用いた実験
 ウ蝕象牙質で (i) 0. 5% 塩基性フクシンプ・ピレングリコール液で赤架する象牙質, (2) 同赤染し
 ない象牙質, (3) GK畦Oi でウ蝕象牙質除去直下象牙質, (4) ラウンドバーによる軟化象牙質除去颪
 下象牙質, (5) 健康象牙質の各象牙質についてホーン先端を荷重 ioO3 で接触させた時の F, L を
 測定 し, 各象牙質のヌープ硬さ値 (Km畷) およびX線透過性による診査結果と比較 した。
 2、 口腔内での実験
 本装置を実際に臨床で試用 して,ウ蝕象牙質, GK級01 でウ蝕象牙質除去直下象牙質, ラウン ドバ
 ーで軟化象牙質除去直下象牙質について抜去歯の場合と同様に測定をおこない, 次の結果を得た。
 1. 本装置による測定は簡易であり, 熟練を要することもなく, 迅速にくり返し測定すること
 ができ, また装置は軽量小型であるため持ち運び可能で, 臨床において応罵 しゃすかった。
 2. 本装覆を周いて計測されたF値は, 抜去歯での実験では各象牙質問で有意差がみられなか
 ったものの, 口腔内の測定ではウ蝕象牙質, GK-101 でウ蝕象牙質除去直下象牙質, ラウン ドバー
 で軟化象牙質除去直下象牙質の順に値が大きかつ た。
 3. L/F 値は 0.5% 塩基性フクシンプロピレングリコール液で 赤染される高度に脱灰したウ蝕
 象牙質では 70 以上の値をとり, 岡液で赤染 しないウ蝕象牙質, GK-10i でウ蝕象牙質除去直下象
 牙質, ラウン ドバーで軟化象牙質除去直下象牙質, 次いで健康象牙質の順に小さかった。 (有意差
 あり)
 本装置はこの他に, 口腔内に残された軟化象牙質の経時的変化や, 軟化象牙質に対する各種石
 灰化促進剤の 効果な どを判定するのに有効であるように思われる。
 1) 小松正志, 加藤清子, 奥田礼一, 和久本貞雄, 青柳良二, 清水 洋:超音波を利用した歯科用材料の非破
 壊材質 検出装置, 歯 材盟 誌 35(2), 145～154, 1978.




















































































































 歯質の物性を 究めることは 歯科医学の基盤と してのみな らず, 『今日の臨床においてもきわめて
 重要な問題である。 特に象牙質の物性に関しては, 硬さ, 弾性率, 比例限, 圧縮強さ, 曲げ強さ
 などの機械的諸性質はもとよりX線透過性, 線膨張係数, 電気的イγピーダンスなどの理学的性
 質あるいは組織構造, 色調, 細菌の浸入, 染色性など多岐にわたる餅究がなされている。 またこ
 れらの象牙質は部位や年令, 性別さらにウ蝕病巣の有無, その型, あるいは進行度等によってそ
 の性状を異にするものであることが知られている。 しかるに 測定を要する 部位がきわめて小さい
 ことや測定しようとする部位が, 本来口腔内といった特殊な場所に 存在することなどの 制約があ
 って, これらの測定や比較は抜去備などによる生体外の試料によって行われ, ウ蝕による軟化度
 などを識別する方法と しては, 微小硬さ試験や軟X線透過性試験などが重用されてきた。 最近で
 はウ蝕によって 一度脱灰軟化した象牙質の 再石灰化に関する問題も 興味ある研究課題とされ, 再
 石灰化させるために有効な薬剤に関する研究も行われつつある。 こうした意味で, 今日では臨床
 における象牙質の物性測定は興味ある課題となっている。
 本研究では, 同研究巻がすでに 報告 している超音波による歯科用材料の 非破壊材質検出装置の
 ウ蝕による象牙質の軟化度に関する弁別精度を 抜去歯な らびに 臨床において検討している。 測定
 の原理は超音波振動子に付 した ホー ン先端を物体に 押 しあてたときの共振周波数や 共振尖鋭度の
 変化率か ら, 押 しあてた物質の動的弾性率や弾性損失を識別する方法である。
 本研究によって, 臨床における本装置の弁別精度は実験室で 測定された ヌー プ硬さ値と同程度
 であることが確認された。 これまでにかように優れた弁溺精度を有する方法は, いまだ発表され
 ていない。 本装置の応用はP腔内に残された 軟化象牙質の経時的変化や 軟化象牙質に対する各種
 石灰化促進剤の開発に関する研究に大いに資するものと考え られ る。
 よって本論文は充分学位授与に値するものと認め る。
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